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概要 ＥＡ (600 字～800 字程度にまとめてください。) 
 
自己光混合計測法のセットアップ 
 助成金にて購入した計測器を組み合わせ、自己光混合計測システムをセットアップした。計測装置の
光感度を確認するために、測定ターゲットをシステマティックに変えた実験を行い、従来の計測システム
より高感度化が行えたことを確認した。高感度計測の応用として散乱効率が悪い生体系の測定を行い、
この運動の計測が行えることを確認した。得られた知見を論文にて報告した。Appl. Opt. 48 (20), 
4049-4055 (2009). 
 
過冷却水の空間構造の解明 
 セットアップされた自己光混合計測システムを用いて、溶媒中に拘束された過冷却水の空間構造の解
明を行った。これまで報告者らは溶媒の分子構造をシステマティックに変えた過冷却水溶液の誘電分光
測定を行っており、200K 付近で新たに出現する緩和が存在することを確認していた。この緩和の出現で
は、緩和パラメータの温度依存性から3種類に分類することができている。自己光混合計測によって得ら
れた空間構造の情報から、誘電分光測定結果と比較をし、過冷却水の空間構造の定性的な説明が行
えた。誘電測定で観測された過冷却水の特徴を空間構造の見地から考察したところ、200K 付近から水
の四面体構造のネットワーク化が顕著になり、その構造の運動が新たに観測されるようになる。この構造
緩和と高温度域から観測される構造の関係から緩和の分離の仕方を 3 種類に分類していたが、本質的
な分子機構としては同じであることがわかった。緩和の分離の仕方と溶媒分子の関係を水の形成する空
間構造から議論した内容を、論文にて報告した。J. Phys. Chem. B 113 (33), 11448-11452 (2009). 
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欧文概要 ＥＺ 

 

We investigate the universality of the relaxation processes for high-water content aqueous solutions in a 

supercooled and glassy state by using dielectric spectroscopy and self-mixing thin solid laser, to clarify the 

molecular dynamics of water in aqueous solutions.  The appearance of the additional process at the 

crossover temperature is due to structured water arising, and it is a universal feature of aqueous solutions. 

The normalized relaxation strength of the β process plotted against reciprocal temperature obeys a power 

law that is due the spherical arrangement of the water molecules through the tetrahedral hydrogen bond 

structure. 

 

 


